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【発行日】平成27年8月13日(2015.8.13)

【公開番号】特開2014-17612(P2014-17612A)
【公開日】平成26年1月30日(2014.1.30)
【年通号数】公開・登録公報2014-005
【出願番号】特願2012-152700(P2012-152700)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ  19/50     (2014.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月24日(2015.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像を構成する複数のピクチャを入力する入力手段と、
　前記ピクチャを符号化し、圧縮画像データを生成し、ＮＡＬユニットヘッダ情報ととも
にＮＡＬユニットにカプセル化する符号化手段と、を具備し、
　前記動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに分類され、
　前記ＮＡＬユニットヘッダ情報は、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、
　前記符号化手段は、前記ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを、符号化されたピクチャデータ
が、同じテンポラル・レイヤの他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否か
を一意に示すように決定する、動画像予測符号化装置。
【請求項２】
　動画像を構成する複数のピクチャが符号化され、ＮＡＬユニットヘッダ情報とともにＮ
ＡＬユニットにカプセル化された、圧縮画像データを入力する入力手段と、
　前記ＮＡＬユニットヘッダ情報及び圧縮画像データを復元する復号手段と、を具備し、
　前記動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに分類され、
　前記ＮＡＬユニットヘッダ情報は、復元されたピクチャデータが、同じテンポラル・レ
イヤの他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意に示すｎａｌ＿ｕ
ｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、
　前記復号手段は、前記ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅに基づいて、前記圧縮画像データを
復元する、動画像予測復号装置。
【請求項３】
　動画像を構成する複数のピクチャを入力する入力ステップと、
　前記ピクチャを符号化し、圧縮画像データを生成し、ＮＡＬユニットヘッダ情報ととも
にＮＡＬユニットにカプセル化する符号化ステップと、を具備し、
　前記動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに分類され、
　前記ＮＡＬユニットヘッダ情報は、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、
　前記符号化ステップは、前記ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを、符号化されたピクチャデ
ータが、同じテンポラル・レイヤの他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか
否かを一意に示すように決定する、動画像予測符号化方法。
【請求項４】
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　動画像を構成する複数のピクチャが符号化され、ＮＡＬユニットヘッダ情報とともにＮ
ＡＬユニットにカプセル化された、圧縮画像データを入力する入力ステップと、
　前記ＮＡＬユニットヘッダ情報及び圧縮画像データを復元する復号ステップと、を具備
し、
　前記動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに分類され、
　前記ＮＡＬユニットヘッダ情報は、復元されたピクチャデータが、同じテンポラル・レ
イヤの他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意に示すｎａｌ＿ｕ
ｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、
　前記復号ステップは、前記ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅに基づいて、前記圧縮画像デー
タを復元する、動画像予測復号方法。
【請求項５】
　動画像を構成する複数のピクチャを入力する入力モジュールと、
　前記ピクチャを符号化し、圧縮画像データを生成し、ＮＡＬユニットヘッダ情報ととも
にＮＡＬユニットにカプセル化する符号化モジュールと、を具備し、
　前記動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに分類され、
　前記ＮＡＬユニットヘッダ情報は、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、
　前記符号化モジュールは、前記ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを、符号化されたピクチャ
データが、同じテンポラル・レイヤの他のピクチャを復号する際に参照のために使われる
か否かを一意に示すように決定する、動画像予測符号化プログラム。
【請求項６】
　動画像を構成する複数のピクチャが符号化され、ＮＡＬユニットヘッダ情報とともにＮ
ＡＬユニットにカプセル化された、圧縮画像データを入力する入力モジュールと、
　前記ＮＡＬユニットヘッダ情報及び圧縮画像データを復元する復号モジュールと、を具
備し、
　前記動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに分類され、
　前記ＮＡＬユニットヘッダ情報は、復元されたピクチャデータが、同じテンポラル・レ
イヤの他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意に示すｎａｌ＿ｕ
ｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、
　前記復号モジュールは、前記ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅに基づいて、前記圧縮画像デ
ータを復元する、動画像予測復号プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上述の課題を解決するために、本発明に係る動画像予測符号化装置は、動画像を構成す
る複数のピクチャを入力する入力手段と、ピクチャを符号化し、圧縮画像データを生成し
、ＮＡＬユニットヘッダ情報とともにＮＡＬユニットにカプセル化する符号化手段と、を
具備し、動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに分類され、ＮＡ
Ｌユニットヘッダ情報は、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、符号化手段は、ｎａｌ＿
ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを、符号化されたピクチャデータが、同じテンポラル・レイヤの他の
ピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意に示すように決定する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明に係る動画像予測復号装置は、動画像を構成する複数のピクチャが符号化
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され、ＮＡＬユニットヘッダ情報とともにＮＡＬユニットにカプセル化された、圧縮画像
データを入力する入力手段と、ＮＡＬユニットヘッダ情報及び圧縮画像データを復元する
復号手段と、を具備し、動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに
分類され、ＮＡＬユニットヘッダ情報は、復元されたピクチャデータが、同じテンポラル
・レイヤの他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意に示すｎａｌ
＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、復号手段は、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅに基づいて、圧
縮画像データを復元する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明に係る動画像予測符号化方法は、動画像を構成する複数のピクチャを入力する入
力ステップと、ピクチャを符号化し、圧縮画像データを生成し、ＮＡＬユニットヘッダ情
報とともにＮＡＬユニットにカプセル化する符号化ステップと、を具備し、動画像を構成
する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに分類され、ＮＡＬユニットヘッダ情報
は、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、符号化ステップは、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐ
ｅを、符号化されたピクチャデータが、同じテンポラル・レイヤの他のピクチャを復号す
る際に参照のために使われるか否かを一意に示すように決定する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明に係る動画像予測復号方法は、動画像を構成する複数のピクチャが符号化され、
ＮＡＬユニットヘッダ情報とともにＮＡＬユニットにカプセル化された、圧縮画像データ
を入力する入力ステップと、ＮＡＬユニットヘッダ情報及び圧縮画像データを復元する復
号ステップと、を具備し、動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤ
に分類され、ＮＡＬユニットヘッダ情報は、復元されたピクチャデータが、同じテンポラ
ル・レイヤの他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意に示すｎａ
ｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、復号ステップは、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅに基づい
て、圧縮画像データを復元する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
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　本発明に係る動画像予測符号化プログラムは、動画像を構成する複数のピクチャを入力
する入力モジュールと、ピクチャを符号化し、圧縮画像データを生成し、ＮＡＬユニット
ヘッダ情報とともにＮＡＬユニットにカプセル化する符号化モジュールと、を具備し、動
画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラル・レイヤに分類され、ＮＡＬユニット
ヘッダ情報は、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、符号化モジュールは、ｎａｌ＿ｕｎ
ｉｔ＿ｔｙｐｅを、符号化されたピクチャデータが、同じテンポラル・レイヤの他のピク
チャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意に示すように決定する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明に係る動画像予測復号プログラムは、動画像を構成する複数のピクチャが符号化
され、ＮＡＬユニットヘッダ情報とともにＮＡＬユニットにカプセル化された、圧縮画像
データを入力する入力モジュールと、ＮＡＬユニットヘッダ情報及び圧縮画像データを復
元する復号モジュールと、を具備し、動画像を構成する複数のピクチャは複数のテンポラ
ル・レイヤに分類され、ＮＡＬユニットヘッダ情報は、復元されたピクチャデータが、同
じテンポラル・レイヤの他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意
に示すｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを含み、復号モジュールは、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙ
ｐｅに基づいて、圧縮画像データを復元する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　復号モジュールＰ２０２は、ピクチャタイプと、復元されたピクチャデータが、他のピ
クチャを復号する際に参照のために使われるか否かを示す情報とが対応付いた予め格納さ
れた対応表に基づいて、復元されたピクチャデータが、他のピクチャを復号する際に参照
のために使われるか否かを決定する、ことを特徴としてもよい。
　上述の課題を解決するために、本発明に係る動画像予測符号化装置は、動画像を構成す
る複数の画像を入力する入力手段と、画像を、画面内予測もしくは画面間予測のいずれか
の方法で符号化し、圧縮画像データを生成し、パケットヘッダ情報とともにパケット化す
る符号化手段と、を具備し、パケットヘッダ情報は、ピクチャタイプを含み、符号化手段
は、ピクチャタイプを、符号化されたピクチャデータが、他のピクチャを復号する際に参
照のために使われるか否かを一意に示すように決定する、ことを特徴とする。
　また、本発明に係る動画像予測復号装置は、動画像を構成する複数の画像に対し、画面
内予測もしくは画面間予測のいずれかによって符号化され、パケットヘッダ情報とともに
パケット化された、圧縮画像データを入力する入力手段と、パケットヘッダ情報及び圧縮
画像データを復元する復号手段と、を具備し、パケットヘッダ情報は、復元されたピクチ
ャデータが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意に示すピク
チャタイプを含み、復号手段は、ピクチャタイプに基づいて、復元されたピクチャデータ
が、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを決定する、ことを特徴と
する。
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　また、本発明に係る動画像予測復号装置における復号手段は、ピクチャタイプと、復元
されたピクチャデータが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを示
す情報とが対応付いた予め格納された対応表に基づいて、復元されたピクチャデータが、
他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを決定する、ことを特徴とする
。
　本発明に係る動画像予測符号化方法は、動画像を構成する複数の画像を入力する入力ス
テップと、画像を、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかの方法で符号化し、圧縮画
像データを生成し、パケットヘッダ情報とともにパケット化する符号化ステップと、を具
備し、パケットヘッダ情報は、ピクチャタイプを含み、符号化ステップは、ピクチャタイ
プを、符号化されたピクチャデータが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われ
るか否かを一意に示すように決定する、ことを特徴とする。
　本発明に係る動画像予測復号方法は、動画像を構成する複数の画像に対し、画面内予測
もしくは画面間予測のいずれかによって符号化され、パケットヘッダ情報とともにパケッ
ト化された、圧縮画像データを入力する入力ステップと、パケットヘッダ情報及び圧縮画
像データを復元する復号ステップと、を具備し、パケットヘッダ情報は、復元されたピク
チャデータが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一意に示すピ
クチャタイプを含み、復号ステップは、ピクチャタイプに基づいて、復元されたピクチャ
データが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを決定する、ことを
特徴とする。
　本発明に係る動画像予測復号方法における復号ステップは、ピクチャタイプと、復元さ
れたピクチャデータが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを示す
情報とが対応付いた予め格納された対応表に基づいて、復元されたピクチャデータが、他
のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを決定する、ことを特徴とする。
　本発明に係る動画像予測符号化プログラムは、動画像を構成する複数の画像を入力する
入力モジュールと、画像を、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかのプログラムで符
号化し、圧縮画像データを生成し、パケットヘッダ情報とともにパケット化する符号化モ
ジュールと、を具備し、パケットヘッダ情報は、ピクチャタイプを含み、符号化モジュー
ルは、ピクチャタイプを、符号化されたピクチャデータが、他のピクチャを復号する際に
参照のために使われるか否かを一意に示すように決定する、ことを特徴とする。
　本発明に係る動画像予測復号プログラムは、動画像を構成する複数の画像に対し、画面
内予測もしくは画面間予測のいずれかによって符号化され、パケットヘッダ情報とともに
パケット化された、圧縮画像データを入力する入力モジュールと、パケットヘッダ情報及
び圧縮画像データを復元する復号モジュールと、を具備し、パケットヘッダ情報は、復元
されたピクチャデータが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを一
意に示すピクチャタイプを含み、復号モジュールは、ピクチャタイプに基づいて、復元さ
れたピクチャデータが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを決定
する、ことを特徴とする。
　本発明に係る動画像予測復号プログラムにおける復号モジュールは、ピクチャタイプと
、復元されたピクチャデータが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否
かを示す情報とが対応付いた予め格納された対応表に基づいて、復元されたピクチャデー
タが、他のピクチャを復号する際に参照のために使われるか否かを決定する、ことを特徴
とする。
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